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　リスキリングにおける知識・スキルの習得機会を提供するにあたり、リスキリング
の方針づくりやスキルマップの整理を行い、習得の目標を設定することが重要で
す。これがないと、従来のアップスキリングの取組と同じ形となります。



基本講義

　リスキリングの方針は従業員に理解してもらうことが重要です。モチベーション向
上のため、どのような知識を習得し、どのような業務を将来担当してもらいたいか
を共有する機会を持ちましょう。そのためには、自社で必要なスキルを整理し、誰
にスキルを身につけてもらうかを見える化するためのスキルマップが必要になります。
そして習得の目標として達成レベルや時期についても明確にしておきましょう。
　また、リスキリングに必要な知識・スキルの習得機会の種類・方法にはいくつか
のパターンがあります。
　代表的なのはOff-JT(Off The Job Training)です。一般的なOff-JTは本
日会場で実施しているような集合型研修ですが、事前に視聴いただいた動画講
義のようなオンデマンド型研修もあります。業務の都合を考えるとオンデマンド型
研修を選択することが多いのではないかと思います。しかしながら、業務が忙しい
と集中して受けられないなどデメリットがあります。オンデマンド型と集合型研修を
組み合わせ、当日までに動画視聴して課題を実施するような仕組みにするなど、
重要性や緊急性を持たせる工夫が必要です。

アクションプラン作成のポイント
　知識・スキルの習得機会の提供にあたっては実践の場もセットで検討しないと
知識・スキルの活用がなされません。実践によりどう業務を変革するかを含めて
アクションプランに盛り込みましょう。また、どのような部門を先行して対象とする
か、全社的な別のイベントと重なっていないか、繁忙期・閑散期を考慮できてい
るかなどの点を踏まえてアクションプランを作成していきましょう。



①知識・スキルの習得計画の作成
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　基本講義の内容を基に、知識・スキルの習得計画及びアクションプランにつ
いて企業様ごとに方針検討を行いました。検討した内容の二社間共有では
お互いの検討を労いながら活発に交流している様子が伺えました。

ワーク

　また、研修を振り返って「やりたいことは盛りだくさんだが2, 3年の中で優先順
位をつけて進めていきたい。やらされ感ではなくやっていこうという気持ちで従業
員たちと一緒に進められたらと思う。」といった前向きな声をいただきました。


